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１．試験の目的

　　近年，PGが送電線に接触する事故が全国各地で散見される状態にあり，電

力会社からも再発防止の協力依頼が寄せられている

　　PG素材の電気的絶縁性能がどれ位有るものなのかその性能を確認し，類似事故の再発防止対策の一助となる事を目的とする

２．試験の概要

　１）一般的に使用されているPG素材について，電気的絶縁破壊試験を実施した

　２）試験は，新品のセール素材とライン素材夫々二種類について，通常の乾

燥状態と，雨天時使用を想定した湿気状態で実施した

　３）今回の試験は，経費が最小限で出来る最大発生電圧6万ボルト以下の試験装置で実施した事から，実際使用しているラインとセールの合計長の数メートル単位での試験が出来なく，目安的データの確認に留まった

これ以上の電圧発生となると，装置のセットアップとスタッフの確保等で，多大な経費を必要とする

３．結論

（ライン素材）

１）二種類のライン素材共，乾燥状態ではかなりの電気的絶縁性能を有する

が，湿気状態ではその絶縁性能は極端に低下し，電路接触時はかなり危険な状態になる事が想像できる

　２）乾燥状態では，絶縁破壊に至っても切断する事は無かったが，湿気状態では，かなり高い確率で溶断（焼断）する

　　　この事は，絶縁破壊値に至るかなり前の状態から，ライン表面の放電現象が乾燥状態より長く続く事から，その放電時に発生する熱でライン素材が比較的簡単に溶断する事が確認できた

　３）ラインの被覆素材と心材素材の比較については，被覆の方が心材より若干絶縁性能が高い傾向に有るが，大差は無い

（セール素材）

　４）二種類の素材共，ライン素材と同等の高い電気的絶縁性能を有する

　５）乾燥状態でも湿気状態でも大きい変化は無い

この原因は，コーティング材の影響で湿気が素材に浸透出来ず，水分が連続して繋がらない事から，電気的絶縁性能にあまり影響が出ないものと思われる。　よって，ライン素材の様に溶断する事も無かった

　　　但し，長期間使用してコーティング効果が低下した機体では，ラインと同様に湿気がセール素材に浸透し，絶縁性能の低下が想像できる

　６）厚さに対する絶縁性能は，長さに対する性能よりかなり低く，電気的絶縁性能は期待できない

又，一枚でも二枚でも全く変化は無かった

　　　一般的には厚くなると絶縁性能は上がと想像されるのだが，同じデータ

　　　となった事の理由は，今回の試験では解明できない

（共通）

　７）今回の試験は，ラインとセール素材共に新品状態でのデータであるが，通常使用しているグライダーには土ぼこり等が付着している事から，電気的絶縁性能は新品状態よりかなり低下するものと想像される

４．その他

　１）人体への感電で，その負傷の程度を左右する主な要因は，人体を流れる電流値（電流の大きさ）である

　　　ライン素材における湿気状態でのデータにもあるとおり，素材への付着物の種類によっては，それらの付着物を介した絶縁破壊が先行してしまう事と，その放電する電流値に大きい影響が生じてくると思われる

２）送電線・配電線等への接触事故では，電路の種類（資料－2）とその接触状態（資料－3）で感電の可能性に大きく影響する

これらを理解するには専門的知識が必要とされる事から，電線路には近づかない事が先決である

以上

（添付資料）

１．PG素材に対する電気的絶縁性能試験記録値と試験写真

２．送電線等の種類と一般的見分け方

３．送電線等の電圧分布と用語の解説

 (資料－3)

送電線等の電圧分布と用語の解説

［公称電圧］：送電線等の通常使用電圧値＝線間電圧

［線間電圧］：電線間の電圧＝公称電圧

［対地電圧］：電線と対地間の電圧（線間電圧／√3）

［短絡］　 ：電線間での接触

［地絡］　 ：電線と対地間（樹木や鉄塔等も含む）での接触

一般的送電線等の電路は三相三線式の交流電圧で，一つの鉄塔に左右それぞれ一回線づつ計二回線構成が一般的であるが，四回線鉄塔等もある

2001.10.25の岩手県での事故は，２番線にPGが絡まりパイロットが宙に浮いた状態となった事で，空気の絶縁性能にPG素材の絶縁性能が加わり，感電し地絡（放電）電流が人体に流れる事は無かったと推測される

これが，３番線と接触し絶縁破棄すれば［短絡］事故となり，パイロットの身体等が２番線と対地間で連続して繋がり絶縁破壊すれば［地絡］事故となる

※事故が発生した場合の電力会社への連絡は，鉄塔に取り付けられている「線路名称」と「鉄塔番号」を通報して頂ければ，対処が早く出来ます

15万ﾎﾞﾙﾄ送電線の例（岩手県の例）

　　　　　　　　　○○○線　　　　△△△線　　（線路名称）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　架空地線（避雷線は１本か２本）


　　　　　　　　　　１番線　　　　　　　　　（線間電圧：154,000ﾎﾞﾙﾄ）

     短絡

　　　　　　　２番線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　３番線　　　　　　　　　　　PG素材による絶縁

　　　地絡／対地電圧

　　　　　　（約88,900ﾎﾞﾙﾄ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空気による絶縁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




















